
令和元年度支部活動の展開

承認され、以下のように展開・推移しています。　　

　 　

　 １．昨年度　活動結果

　 1）理事会開催：５回延べ３０名参加

2）総会開催：１９名参加

　 3）ワクワク情報発行　３回、

　 　同窓会誌”工繊”投稿　３回

　 4）同窓会本部活動参画　各種会合出席　

　 5）堅田湖族の郷見学　１８名参加

　　

　 ２．本年度事業計画

　 1）総会開催：５月２６日　１１名参加

　 2）滋賀のよさ見直し事業：
  ①佐川美術館見学　５月２６日　８名参加

  ②延暦寺根本中堂大修理見学会
　　５月２９日　一般２名、学生５名含め
  ③企画委員会を設置、多くの方々の意見

を広く反映させる
3）大学支援事業:計画通り実行（次頁詳細）

　 3）ワクワク情報発行

　 4）同窓会本部活動参画　適時

　 5）理事会開催　適時
　

　 ３．今後の活動に向けて

　 　 １）企画委員会を立ち上げ、どのような企

　 画行事が良いか役員以外の意見も取り入れ

　 ていく。ぜひ、参画して、「滋賀のよさ見

　 直し」や「大学支援」を、または、その他

　 テーマに、その企画立案に手をかしてくだ

　 さい。連絡は,支部理事または事務局まで。

　

2）総会を始め、各種支部開催行事への参加人数をもっと増やして行くための知恵や力をぜひ貸して

ください。理事会活動に、一人でも多く参画お待ちしています。先ず、お声かけください。

延暦寺根本中堂大修理見学会には、一般からも、在学生からも、複数の参加者があったことは、本当

た。ぜひ、みなさんも、支部活動の広がりにご協力ください。企画委員に登録ください。

多くのみなさんの思いを支部活動に反映させるよう、企画委員として参画ください

や学生、一般人ににも関心をもらえるよう、広報活動の範囲を広めていきたく考えています。今回、

　

令和元（2019）年５月26日びわ湖湖畔のフレンチレストラン「ラ・ベルヴィ」（守山）

で山崎同窓会長出席のもと開催された総会にて、昨年度の総括と本年度事業活動計画が

にうれしいことです。支部活動が社会活動として、関係者外にまで広がりを持つようになってきまし

3）支部活動を同窓会ＨＰにて紹介したり、大学内のポスター掲示などにより、より多くの支部会員
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その骨子を以下のように決め、開始いたしました。　　
　 　

２．寄付金の使途は、在学生課外活動環境整備として、そのための指定基金とする。

　使途目的を限定した指定基金の場合、大学基金委員会の承認が必要となり、９月初め認可が

おり、初回金額８万円を本年度分として振込完了しました。大学基金からは、受領書と感謝状

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　 　　

　われわれ滋賀支部同窓会活動は会費制をとっていません。したがって、今回の寄付資金や運営費は、

同窓会本部からいただく活動助成金と、イベント開催時の会費として、少しだけ上乗せさせて

いただく徴収金で賄います。ご理解、ご了承いただくとともに、より多くの皆さまに支部企画

事業へ参加いただき、寄付事業への参画よろしくお願いします。なお、目標額到達後も寄付を

継続した場合、累積額が100万円になれば、新たにシルバー記念銘板を得ることになります。

所得税控除の対象になります。詳しくは大学基金事務局075-724-7045へ問い合わせくだ　
さい。

いま、同窓会ＨＰが日々更新されています。そこには、同窓会の各支部活動や衣笠同窓会、マコー

ン会、松機会などの部活動、KITゴルフ会、剣友会などの同好会活動から、同窓会会誌や母校大学情　

報まで、われわれの仲間や後輩の活躍が掲載されています。ぜひ、その動きに関心をもち、自身の充

なお、同窓会のホームページのURLはhttps://www.kit-obog.com/です。

いします。寄付額は一口５千円なっていますが、それ以下でもいいそうです。また､寄付金は

KIT同窓会ＨＰへアクセスしてね：同窓の活躍がよくわかるよ

実した生き方につなげていきたいと考えています。本部活動として頑張っている役員の皆さんに応え

個人としても、寄付し、大学の発展に夢を託そう

１．母校支援の一環として行う寄付事業は、開学120周年記念協賛として、30万円を目標に
　　分割寄付とし、母校60周年記念館内に記念プレート銘板設置をめざす。

　　額を決定し、目標額に達すれば、改めて検討するものとする。

母校開学120周年記念協賛事業として

支部企画「大学支援寄付」事業始まる
　

なお、これを機会に、個人としても母校に寄付を考えてもよいと思われる方は、ぜひ、お願

３．その金額は毎年度会計残高額の約50％程度として、毎年事業計画策定時、その年度寄付

るためにもよろしくお願いします。

支部理事会に一任するとなっていました。昨年来、数度の理事会開催により検討を重ね、

昨年2018年4月開催の総会決議として、母校支援寄付事業を行い、その内容・方法は

が以下のように届きました。　




